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日本に自生する菌根性きのこ
であるトリュフの人工的発生

▍技術のポイント
日本に自生するトリュフの一種であるホンセイヨウショウロ
菌を共生させた苗木を、国内各地の試験地に植えて栽培管
理しました。その結果、最短で植栽３年７ヶ月後にきのこ（ト
リュフ）が発生しました。遺伝情報に基づく解析の結果、試験
地に植えた苗木に共生させたトリュフ菌がきのこを形成した
ことが判りました。継続して調査すると、その翌年にも同じ
試験地でトリュフが発生しました。

▍連携・橋渡しの方向
安定的にトリュフを発生させる技術を開発した上で、各地で
のトリュフ菌共生苗木の植栽試験を行います。

▍詳細情報
・プレスリリース：

「国産トリュフを人工的に発生させることに成功した」

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2023/20230209/

「国産白トリュフを継続的に発生させることに成功した」

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2024/20240129/

▍担当者
東北支所 ・ 山中高史
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